
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月７日（水）５・６校時に３年１組で国語・数学の授業公開を行いました。これは、先日の２年生

の理科に続く「授業づくり共同研究」の一環です。５校時は長野先生の国語科、６校時は北岡先生

の数学科の授業を行いました。内容的にはこれから求められる「主体的・対話的で深い学び（いわ

ゆるアクティブ・ラーニング）」の授業です。さすが３年生です。自分の意見や考えをいろいろな角

度から考察し、友達の考えを大切にしている姿がとても印象的でした。３年生は目の前に「入試」

があります。入試だけではなく、自分の力を伸ばすために毎日の勉強を大切にしてください。 

【国語科】言葉を選ぼう もっと「伝わる」表現を目ざして 

（目標） 

○ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解することができる。 

○ 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わ

り，思いや考えを伝え合おうとする。 

○ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，和語，漢語，外来語などを使い分ける

ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 

○ 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わ

り，思いや考えを伝え合おうとする。 

（観点別評価規準） 

＜知識・技能＞ 

○ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解している。 

→古典や近代文学，年配の人との会話の例などの中から，自分たちの世代と異なる 

言葉の使い方を見つけている。 

○ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，和語，漢語，外来語などを使い分ける

ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。 

→和語・漢語・外来語について理解し，相手や場面に応じて適切に使い分けている。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

○ 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて進んで理解し，試行錯誤しな

がら相手や場面によって言葉を選んで話そうとしている。 

○ 進んで和語・漢語・外来語を理解し，今までの学習を生かして相手や場面に応じて適切に使い

分けようとしている。 

 

 

 

 

 

 

【数学科】3 二次方程式 

（目標） 

○ 二次方程式について，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，次の事項を身に

付けさせる。 

⑴ 基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈

したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

⑵ 文字を用いて数量の関係や法則などを考察したりする力を養う。 

⑶ 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとす

る態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に捉え考えようとする態度を

養う。 

（観点別評価規準） 

＜知識・技能＞ 

・二次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解することができる。 

・平方の形に変形したり因数分解したりして二次方程式を解くことができる。 

・解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くことができる。 

＜思考・判断・表現＞ 

平方根の考えや因数分解を基にして，二次方程式を解く方法を考察し表現することができる。 

・二次方程式を具体的な場面で活用することができる。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

・二次方程式のよさを実感して粘り強く考え，二次方程式について学んだことを生活や学習に生

かそうとしたり，二次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりする

ことができる。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

授業づくり共同研究公開授業（３年国語・数学） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動・内容 ○教師の指導・支援 ●評価規準（評価方法） 

１．面積の求め方を復習する。 

２．課題１を把握する 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時のめあてを確認する。 

 

 

４．課題を個人で解決する。 

  

 

 

 

 

 

５．個人の考えを班で共有し、より効率よく道幅を求

めることができるか考える。 

・タブレット端末を使い実際に道や畑を動かしてみ

る。 

 

６．課題２を把握する  

 

 

 

 

 

 

 

７．課題２の解決方法を班で話し合う。 

 

 

 

 

８．本時の学習のまとめをする。 

 

 

９．本時のふり返りをする。 

 

○日常生活の場面を取り上げることで、学習問題が

自分の身近な問題であることを意識させ、意欲の向

上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○個人で考える時間をつくる。 

●方程式をつくるために、数量を関連づけることが

できるか。（ノート分析） 

 

 

 

 

 

○グループでの話し合い活動を見ながら、どのよう

な考え方があるか把握する。 

○タブレット端末を使い、実際に道や畑を動かしな

がら考えを深められるようにする。 

 

○課題１と課題２との違いを意識させる。 

【主】●課題に興味をもち、意欲的に取り組んでい

るか。（発言） 

 

 

 

 

 

○グループでの話合い活動を見ながら、どのような

考え方があるか把握する。 

 

 

 

 

 

 

○各自でふり返りシートに記入する。 

めあて どうすれば、効率よく道幅を求めることができるだろうか。 

まとめ 面積は動かしても変わらないことに注目して方程式をつくる。 

下の図のような、縦の長さが 15ｍ、横の
長さが 16ｍ長方形の土地に同じ幅の通
路が２本あるチューリップ畑を作ります。
チューリップを植える部分の面積が 210
ｍ2になるようにするには、道の幅を何ｍ
にすればよいですか。 
 

【予想される生徒の解答】 
 道幅を𝑥 𝑚とする。 

(15 − 𝑥)(16 − 𝑥) = 210 
240 − 31𝑥 + 𝑥2 = 210 
(𝑥 − 1)(𝑥 − 30) = 0 

        𝑥 = 1 ,30 
0 < 𝑥 < 15より 𝑥 = 1 
よって 道幅は１ｍ 

縦の長さが 11ｍ、横の長さが 13ｍの長
方形のチューリップ畑があります。これは
下の図のように、斜めに同じ幅の道を作
り、残ったチューリップ畑の面積が
110m２になるようにします。道幅を何m
にすればよいでしょうか。 
 

【予想される生徒の解答】 
① 全体の面積から道の面積をひく 
② 道を動かして求める 
③ 畑を動かして求める 



 


